
 

～串田新式土器とは～ 

縄文時代中期後葉(約 4,000 年前)の縄文土器です。貝殻の縁を連続して押しつけた

ギザギザの文様や、棒状具によって木の葉に似た文様が描かれています。 

また、底から口にかけてラッパ状に広がり、口縁部につけた 4 つの大きな波形の

先端がＵ字状にくぼむ形が特徴です。 

串田新式土器を模した縄文土器づくりをとおして、郷土の

文化財に親しんでみませんか？ 

文化の秋の縄文土器づくり 

 

 

 

 

  

 

北代縄文館ミニ企画展 開催中！ 

｢捨て場からみえる縄文人の暮らし｣ 

会  期 ：5 月 29 日(火）～11 月 25 日(日) 

観 覧料 ：無料 

申込・問い合わせ先 

主催：富山市教育委員会埋蔵文化財センター・長岡地区自治振興会   

富山市北代縄文広場 
 富山市北代 3871-1  

TEL 076-436-3664 

 

写真：北代遺跡出土 串田新式土器 

会 場 富山市北代縄文広場 北代縄文館体験工房 

定 員 8 名（北代縄文広場への電話申込順、9 月 20 日(木)申込受付開始） 

18 歳以上で、縄文土器づくりや陶芸の経験があり、3 回

の講座をすべて受講できる方。 

料 金 1,500 円（3 回分） 

引渡し 土器の引き渡しは 10 月 31 日(水)以降になります。 

講座開催日時・内容 

 第 1 回 第 2 回 第 3 回 

開催日 10/6(土) 10/13(土) 10/28(日) 

時 間 9 : 0 0～ 1 2 : 0 0 9 : 0 0～ 1 2 : 0 0 8 : 3 0～ 1 2 : 0 0 

内 容 土器の成形 土器の施文 土器の野焼き 

 


